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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電池により駆動する生体情報計測装置であって、
　生体情報を計測する計測手段と、
　発振回路を有し、前記発振回路で生成されたクロックパルスを計数して日時情報を生成
する時計手段と、
　前記電池からの前記時計手段への給電を維持しながら、前記生体情報計測装置を電源オ
フの状態とする電源手段と、
　所定条件の検出に応じて、前記発振回路の発振を停止させ、次の電源オン時に前記発振
回路を発振状態へ移行させる制御手段と、を備え、
　前記制御手段は、通常の生体情報の計測において想定される範囲外の計測値または計測
値の変化を前記計測手段が計測した場合に、前記所定条件が検出されたと判断することを
特徴とする生体情報計測装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記発振回路の発振を停止させた後に、自動的に前記生体情報計測装
置を電源オフの状態へ移動させることを特徴とする請求項１に記載の生体情報計測装置。
【請求項３】
　前記計測手段は、被検体の体温を計測するものであり、
　前記制御手段は、前記計測手段により計測された温度値の変化が所定の勾配値を超えた
場合に、前記所定条件が検出されたと判断することを特徴とする請求項１または２に記載
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の生体情報計測装置。
【請求項４】
　前記計測手段は、被検体の脈拍数と経皮的動脈血酸素飽和度を計測し、
　前記制御手段は、前記計測手段により計測された脈拍数が所定値を超えた場合に、また
は、経皮的動脈血酸素飽和度が所定値を超えた場合に、前記所定条件が検出されたと判断
することを特徴とする請求項１または２に記載の生体情報計測装置。
【請求項５】
　生体情報を計測する計測手段と、時計用の発振回路で生成されたクロックパルスを計数
して日時情報を生成する時計手段と、を有し、電池により駆動される生体情報計測装置の
制御方法であって、
　電源オフの指示に応じて、前記電池からの前記時計手段への給電を維持した状態で前記
生体情報計測装置を電源オフ状態とする電源制御工程と、
　通常の生体情報の計測において想定される範囲外の計測値または計測値の変化を前記計
測手段が計測した場合に、前記発振回路の発振を停止させ、次の電源オン時に前記発振回
路を発振状態へ移行させる制御工程と、を有することを特徴とする生体情報計測装置の制
御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子体温計、電子血圧計、血糖値計、パルスオキシメータ、活動量計など、
生体情報を計測するための生体情報計測装置およびその制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、時計機能を有した生体情報計測装置が知られている。たとえば、婦人用の電
子体温計では、使用者の体温のトレンドを表示したり、排卵日予測などを行なったりする
ために、計測値（体温）と計測日時を関連付けて管理する必要があり、時計機能は必須で
ある（特許文献１）。また、そのような時計機能を有した生体情報測定装置は、バッテリ
により動作するものも少なくない。
【０００３】
　そのようなバッテリ駆動型の生体情報測定装置を、バッテリを付属させて出荷する場合
、一般的には、バッテリは装置から取り出された状態で梱包されるか、バッテリが絶縁フ
ィルムを介して装着された状態で梱包される。これは、生体情報測定装置が物流の間に消
費するバッテリの消費量を低減するためである。
【０００４】
　一方、購入時に生体情報測定装置へバッテリを装着したり、絶縁フィルムを取り外した
りするという操作は、意外と手間のかかる作業であり、これらの作業を省略したいという
消費者も多い。特にボタン電池を用いた生体情報測定装置では、高齢者が電池を装着する
ことが困難な場合もある。そのような消費者の要望に応えるためには、生体情報測定装置
へ通常使用時と同じようにバッテリを装着して出荷することになる。この場合、生体情報
測定装置を電源オフの状態とすることで物流期間のバッテリの消費量を抑えることができ
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１２－１２５３４９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、時計機能を有した生体情報計測装置では、装置を電源オフの状態として
も時計機能の動作は維持されるように構成されている。そのため、工場出荷時に装置の電
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源をオフ状態としても、物流期間中に時計機能は動作し続けるため、消費者の手元に届く
までにバッテリが大きく消耗してしまう。
【０００７】
　本発明は、上述した課題に鑑みてなされたものであり、時計機能を有した生体情報計測
装置において、バッテリを装着した状態で出荷した場合の電池の消費を低減することを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の目的を達成するための本発明の一態様による生体情報計測装置は、たとえば以下
の構成を備える。すなわち、
　電池により駆動する生体情報計測装置であって、
　生体情報を計測する計測手段と、
　発振回路を有し、前記発振回路で生成されたクロックパルスを計数して日時情報を生成
する時計手段と、
　前記電池からの前記時計手段への給電を維持しながら、前記生体情報計測装置を電源オ
フの状態とする電源手段と、
　所定条件の検出に応じて、前記発振回路の発振を停止させ、次の電源オン時に前記発振
回路を発振状態へ移行させる制御手段と、を備え、
　前記制御手段は、通常の生体情報の計測において想定される範囲外の計測値または計測
値の変化を前記計測手段が計測した場合に、前記所定条件が検出されたと判断する。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、時計機能を有した生体情報計測装置において、バッテリを装着した状
態で出荷しても、消費者が電源をオンするまでは時計機能を停止させることができ、物流
期間における電池の消費を低減することができる。
【００１０】
　本発明のその他の特徴及び利点は、添付図面を参照とした以下の説明により明らかにな
るであろう。なお、添付図面においては、同じ若しくは同様の構成には、同じ参照番号を
付す。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
　添付図面は明細書に含まれ、その一部を構成し、本発明の実施の形態を示し、その記述
と共に本発明の原理を説明するために用いられる。
【図１】生体情報計測装置の一例である女性体温計の外観を示す図である。
【図２】図１に示した情勢体温計の内部構成を示すブロック図である。
【図３】時計部の回路構成を示すブロック図である。
【図４】実施形態による女性体温計の動作を示すフローチャートである。
【図５】女性体温計の生産、出荷から使用状態に至る、消費電力の状態を説明する図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、添付の素面を参照して本実施形態の好適な実施形態について説明する。
【００１３】
　本実施形態の生体情報計測装置は、電池を装着した状態で製造元から出荷される際に、
時計機能を停止させた状態で電源オフとすることが可能であり、これにより、物流期間中
の消費電力を大幅に低減する。時計機能の停止は、時計用の水晶発振器による発振を停止
させることにより実現される。このような構成を適用可能な電池駆動型の生体情報測定装
置としては、電子体温計、電子血圧計、血糖値計、パルスオキシメータ、活動量計など、
様々な機器があげられるが、以下では、女性体温計を例示して説明する。
【００１４】
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　図１は、実施形態による女性体温計１００の外観を示す図である。図１において、１０
１は、耐衝撃性、耐薬品性を備えた合成樹脂によって形成された本体ケースであり、後述
する演算制御部や、ブザー部、電池（電源部）等が収納されている。１０２はステンレス
製の金属キャップであり、内部にはサーミスタ（後述）等の温度計測部が接着剤により固
定して収納されている（つまり、金属キャップ１０２は、サーミスタに対して体温（温度
）を伝熱させるとともに、サーミスタを外部の衝撃等から保護する役割を担っている）。
１０３は表示パネルであり、数字・文字・図形（キャラクター、アイコン等）を表示可能
な、ドットマトリックス液晶部等により構成されている。
【００１５】
　また、本体ケース１０１上には、更に、表示パネル１０３上に表示された表示内容に基
づいて、女性体温計１００に各種指示を入力するための入力ボタン１０４が設けられてい
る。入力ボタン１０４は、表示パネル１０３上に表示されたメニュー項目等の選択対象を
選択状態にするためのカーソルを移動させるための左ボタン１１１、右ボタン１１２を備
える。また、カーソルの移動先の選択対象について、設定値を変更したりするための指示
（変更指示）を与える上ボタン１２１、下ボタン１２２を備える。更に、カーソルの移動
先の選択対象（またはカーソルの移動先の選択対象ついて、変更された設定値）を決定す
るための決定ボタン１３０を備える。なお、決定ボタン１３０は、女性体温計１００の電
源ＯＮ／ＯＦＦスイッチとしての役割も担っている。
【００１６】
　さらに、図示しないが、女性体温計１００には、パーソナルコンピュータ（ＰＣ）など
をホストとして接続するための外部通信部（コネクタ等を含む）が備えられていてもよい
。また、女性体温計１００は、定時測定を促すための目覚まし機能を備えていてもよい。
目覚まし機能とは、設定されたアラーム時刻になると目覚まし音を鳴らしてユーザに体温
測定を促す構成である。
【００１７】
　また女性体温計１００の表示パネル１０３の存在する面と反対側の面には、電池蓋１４
０が設けられている。使用者は、電池蓋１４０を開けて、ボタン電池１２０の着脱を行う
ことができる。
【００１８】
　次に、女性体温計１００のシステム構成について図２を参照しながら説明する。図２は
、女性体温計１００のシステム構成の一例を示すブロック図である。
【００１９】
　図２に示すように、女性体温計１００は、温度に応じた共振周波数の信号出力する温度
計測部２１０と、女性体温計１００全体を制御する演算制御部２２０とを備える。演算制
御部２２０は、温度計測部２１０からの信号に基づいてデジタル温度値を取得し、取得さ
れた温度から予測温度を演算する。また、女性体温計１００は、測定結果などの各種表示
を行うための表示部２３０を有する。表示部２３０には、バックライト用のＬＥＤ２３１
や表示パネル１０３が備えられている。さらに、女性体温計１００は、目覚まし音等の音
声を出力するブザー部２４０、ユーザからの操作を受け付ける入力部２５０、各部に電源
を供給する電源部２６０、専用の水晶発振回路を具備し、日時情報を出力する時計部２７
０を備える。
【００２０】
　温度計測部２１０は、並列に接続された感温部に設置されたサーミスタ及びコンデンサ
と、測温用ＣＲ発振回路とから構成される。ＣＰＵ２２１は、サーミスタの温度に対応す
るカウンタ２２６のカウント量の変化に従い、デジタル量の温度値を算出する。なお、温
度計測部２１０の構成は一例であって、これに限定されるものではない。
【００２１】
　演算制御部２２０は、女性体温計１００における各種処理を実行するＣＰＵ２２１を有
する。たとえば、ＣＰＵ２２１は、ＲＯＭ２２２に格納された予測式プログラムに従い、
体温の予測演算を行い、得られた体温を時計部２７０から得られた日時情報（日付、時刻
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）と対応付けてＲＡＭ２２３に記録する。カウンタ２２６は、温度計測部２１０が有する
測温用ＣＲ発振回路の発振信号をカウントする。ＣＰＵ２２１は、カウンタ２２６のカウ
ント値をサンプリングして、逐次に体温の計測結果を取得し、予測演算を行う。表示制御
部２２７は、ＣＰＵ２２１の制御下で、表示部２３０を駆動制御する。すなわち、ＣＰＵ
２２１が、各種表示の指示を表示制御部２２７に対して行うと、表示制御部２２７が表示
部２３０の表示パネル１０３を駆動し、表示を実現する。
【００２２】
　入力部２５０には、上述した左ボタン１１１、右ボタン１１２、上ボタン１２１、下ボ
タン１２２、決定ボタン１３０などが含まれ、ユーザからの各種指示を受け付ける。電源
部２６０には、ボタン電池１２０が装着され、女性体温計１００の各部へ電源を供給する
。また、電源部２６０は、ＣＰＵ２２１からの電源オフ指示に応じて電源オフ状態へ移行
させるが、時計部２７０にはその時計機能を維持させるために電源オフ状態にあっても電
源を提供し続ける。
【００２３】
　時計部２７０は、自身が有する水晶発振回路からのクロックパルスをカウントしてＣＰ
Ｕ２２１に日時情報を提供する。図３は、本実施形態による時計部２７０の構成例を示す
ブロック図である。ＳＲフリップフロップ３０１は、Ｓ入力３１１、Ｒ入力３１２からの
信号入力に応じて出力Ｑのオンオフ状態を決定する。なお、Ｓ入力３１１、Ｒ入力３１２
はプルダウン抵抗Ｒ１、Ｒ２によりグランドレベルに接続されている。水晶発振器３０２
、ＮＡＮＤ回路３０３、抵抗Ｒ３、Ｒ４、コンデンサＣ１、Ｃ２により構成される発振回
路で３２ＫＨｚのクロックが生成され、これがインバータＩＮＶを介して時計ＩＣ３０４
に入力される。時計ＩＣはクロックを計数することにより、日時情報を生成し、ＣＰＵ２
２１に提供する。
【００２４】
　ＮＡＮＤ回路３０３の一方の入力端子は水晶発振器３０２と接続され、他方の端子はＳ
Ｒフリップフロップ３０１の出力Ｑと接続されている。したがって、ＳＲフリップフロッ
プ３０１の出力ＱをオンとするようにＳ入力３１１とＲ入力３１２に信号を与えると、Ｎ
ＡＮＤ回路３０３からは水晶発振器３０２の出力に応じた出力得られるようになり、時計
ＩＣ３０４にクロックが供給されることになる。他方、ＳＲフリップフロップ３０１の出
力ＱがオフになるようにＳ入力３１１とＲ入力３１２に信号を与えると、ＮＡＮＤ回路３
０３の出力は常時オフとなる。そのため、時計ＩＣ３０４へのすなわちクロックの供給が
停止し、時計機能が停止する。その結果、時計部２７０における消費電力が激減する。
【００２５】
　なお、上述したＳＲフリップフロップ３０１を用いた水晶発振回路の停止方法は一例で
あり、他の方法を用いてもよいことは言うまでもない。
【００２６】
　次に、以上のような構成を有する本実施形態の女性体温計１００の動作について、図４
のフローチャートを参照して説明する。以下では、女性体温計１００の、時計機能の起動
、停止に関する動作について特に説明する。
【００２７】
　女性体温計１００の電源がオンになると、ＣＰＵ２２１は、時計部２７０の発振回路の
発振を開始させるために、ＳＲフリップフロップ３０１の出力Ｑを「１」にするためのセ
ット動作を行う。たとえば、Ｓ入力３１１（以下、単にＳという）、Ｒ入力３１２（以下
、単にＲとう）へ、［Ｓ＝０，Ｒ＝０］→［Ｓ＝１，Ｒ＝０］→［Ｓ＝０，Ｒ＝０］のよ
うに信号を印加することで、ＳＲフリップフロップ３０１の出力Ｑは「１」の状態を維持
する。なお、この動作は、時計部２７０が停止している場合、すなわち、出力Ｑが「０」
の場合に行えばよいので、ＣＰＵ２２１が出力Ｑの値を取得し、出力Ｑが「１」の場合に
はステップＳ４０１をスキップするようにしてもよい。ただし、すでに出力Ｑが「１」の
場合にステップＳ４０１の動作を行っても出力状態は変化しないので、毎回ステップＳ４
０１を動作させても構わない。
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【００２８】
　次に、ステップＳ４０２において、ＣＰＵ２２１は、生体情報計測装置の通常の処理を
行う。本実施形態では、女性体温計であるので、生体情報は被験者の体温ということにな
る。
【００２９】
　ステップＳ４０３において、ＣＰＵ２２１は、時計部２７０を停止させるための所定条
件を検出したか否かを判定する。この所定条件とは、たとえば工場出荷時の最終段階で女
性体温計１００に与えられるもので、その詳細は後述する。なお、時計部２７０を停止さ
せるための所定条件は、通常の使用状態では発生し得ない状態であり、したがって使用者
による通常の使用状態では時計部２７０を停止させることはできないようにしている。
【００３０】
　時計部２７０を停止させるための所定条件が検出されたと判定されると、処理はステッ
プＳ４０４へ進む。ステップＳ４０４において、ＣＰＵ２２１は、所定条件を検出した旨
を報知するために、ブザー部２４０を所定のパターンで駆動する。そして、ステップＳ４
０５において、時計停止フラグをオンにする。後述するように、時計停止フラグがオンの
状態で電源オフ操作が行われると、ＣＰＵ２２１は、ＳＲフリップフロップ３０１の出力
Ｑが「０」になるようにリセット動作を実行した後、女性体温計１００を電源オフ状態へ
移行させる。
【００３１】
　ステップＳ４０６において、ＣＰＵ２２１は、電源オフ操作がなされたか否かを判定す
る。例えば、ＣＰＵ２２１は、決定ボタン１３０の長押しを検出すると、電源オフ操作が
合ったものと判定する。電源オフ操作が検出されない場合は、処理はステップＳ４０２へ
戻り、上述した処理が繰り返される。
【００３２】
　電源オフ操作が検出されると、処理はステップＳ４０７へ進む。ステップＳ４０７にお
いて、ＣＰＵ２２１は、時計停止フラグがオンになっているかどうかを判定する。時計停
止フラグがオフの場合には、処理はステップＳ４０８、Ｓ４０９をスキップしてステップ
Ｓ４１０へ進む。
【００３３】
　他方、時計停止フラグがオンの場合は、処理はステップＳ４０８へ進み、ＣＰＵ２２１
は、時計部２７０の発振回路を停止する。すなわち、ＣＰＵ２２１は、ＳＲフリップフロ
ップ３０１をリセットするようにＳ，Ｒへ信号を印加し、出力Ｑを「０」とする。たとえ
ば、［Ｓ＝０，Ｒ＝０］→［Ｓ＝０，Ｒ＝１］→［Ｓ＝０，Ｒ＝０］となるように信号を
印加することで、ＳＲフリップフロップ３０１の出力Ｑは「０」となり、その後は、ステ
ップＳ４０１で説明したようなセット動作が行われるまで出力Ｑ＝０の状態が維持される
。そして、ステップＳ４０９において、ＣＰＵ２２１は、停止不ラブをリセットする。
【００３４】
　ステップＳ４１０において、ＣＰＵ２２１は、女性体温計１００を電源オフ状態へ移行
させ、処理を終了する。以上のようにして、所定条件が検出されて電源オフ操作が行われ
た場合には、時計部２７０が停止した状態で電源オフとなり、ボタン電池１２０の消費電
力を極めて小さくすることができる。
【００３５】
　図５は、女性体温計１００の生産から出荷、使用者による使用時の消費電力の変化を模
式的に示した図である。生産時の最終的な工程は出荷検査であり、女性体温計１００を実
際に稼働させて検査が行われるため、その消費電力は通常の使用状態のものとなる（期間
５０１）。出荷検査を終えると、上述した時計部２７０を停止させるための所定条件を女
性体温計１００に与える。
【００３６】
　ここで用いられる所定の条件としては、たとえば、女性体温計１００が通信機能を有す
る場合には、通信により特定のデータを女性体温計１００に受信させることで行うことが
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できる。ここで用いられる通信は、無線、有線どちらでもよいし、近接通信（ＮＦＣ）の
ようなものであってもよい。
【００３７】
　また、女性体温計１００が通信機能を持たない場合には、通常の使用状態では計測され
ないような物理量またはその変化量を与える。例えば、女性体温計１００等の電子体温計
の検査では４０度の恒温槽へ電子体温計を入れて試験を行う工程がある。したがって、こ
れを利用し、４０度の恒温槽で側を行っている女性体温計１００を、その直後に、１０度
程度の恒温槽へ入れることで、通常の使用では絶対にありえないような温度変化（温度勾
配）が生じる。女性体温計１００では、このような温度変化を捉えて、時計部２７０を停
止するための所定条件として検出する。このようにすれば、出荷検査において実施されて
いる試験の一部を時計停止のための所定条件の検出に利用でき、有利である。
【００３８】
　その後、女性体温計１００の電源をオフすれば、図４で説明した処理により、女性体温
計１００は「時計機能の停止＋電源オフ状態」となる。期間５０２は女性体温計１００の
保管時（物流期間）を示しており、上述のように、時計機能が停止した電源オフ状態であ
る。そのため、物流期間中にボタン電池１２０が女性体温計１００に装着された状態であ
っても、ボタン電池１２０の消費電力は最小限に抑えられる。
【００３９】
　その後、使用者が女性体温計１００の電源をオンすると、上述したステップＳ４０１の
処理により時計部２７０の発振回路が動作を開始し、時計機能が再起動する。使用者は、
女性体温計１００において時刻合わせなどを行った後、体温測定を行う（期間５０３）。
通常の使用状態（期間５０３と期間５０４）においては、ステップＳ４０３における所定
条件の検出はあり得ないため、以降において時計停止フラグがオンとなることはなく、時
計部２７０は電源オフ状態となってもその機能を維持する。そのため、通常の電源オフ状
態である期間５０４では、その消費電力が保管時（期間５０２）の消費電力よりも大きく
なっている。
【００４０】
　また、電池交換を行うと電源部２６０からの電源供給が完全に停止するので、時計部２
７０の時計機能も当然停止する（期間５１１）。その後、電池が装着されると、電源部２
６０から時計部２７０への電源供給が再開されるが、その際にＳＲフリップフロップ３０
１の出力Ｑが「１」となるか「０」となるかは不確定である（期間５１２）。すなわち、
時計機能は再開しているかもしれないし再開していないかもしれない。しかしながら、使
用者が女性体温計１００の電源をオンすることにより、上述したステップＳ４０１が実行
されるため、時計機能は確実に再開される（期間５１３）。
【００４１】
　以上のとおり、上記実施形態の女性体温計１００によれば、工場出荷から使用者の手元
に届くまでの期間５０１（保管時（物流期間））において、電源オフ状態であるとともに
時計部２７０が停止した状態となる。そのため、女性体温計１００が電池を装着したまま
出荷されても、装着されている電池の消費量を抑えることができ、使用者は購入時には電
池を装着したり、絶縁フィルムを引き出したりという煩わしい操作を行うことなく、装着
された電池を用いてより長く女性体温計１００を使用することができる。
【００４２】
　なお、上記実施形態では、生体情報計測装置として女性体温計１００を例示したが、本
発明は他のタイプの電子体温計、血圧計、パルスオキシメータ、活動量計など、生体情報
を計測する種々の装置に適用が可能である。いずれの種類の生体情報計測装置であっても
、通信機能を有しているのであれば、ステップＳ４０３で検出を判定する所定条件を、通
信によって特定のデータを受信した場合とすることができる。
【００４３】
　また、通信機能を持っていない生体情報計測装置であった場合、たとえば電子血圧計で
あれば、生体の計測時には発生しない圧力が計測されることを、時計部２７０を停止する
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ための所定条件とすることができる。また、活動量計であれば、人間では発生させ得ない
ような振動、すなわち所定値を超える加速度を活動量計が計測することを、時計部２７０
を停止するための所定条件とすることができる。また、パルスオキシメータであれば、生
体からは得られないような脈拍数と経皮的動脈血酸素飽和度の少なくともいずれかが検出
されることを、時計部２７０を停止するための所定条件とすることができる。
【００４４】
　本発明は上記実施の形態に制限されるものではなく、本発明の精神及び範囲から離脱す
ることなく、様々な変更及び変形が可能である。従って、本発明の範囲を公にするために
、以下の請求項を添付する。

 

【図１】 【図２】
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